
再評価 【番号7】

一般国道４９２号
川井バイパス



穴吹川

１．事業概要
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家屋連坦区間

２．現道の道路交通上の課題

線形不良 家屋連担区間

Ｎ

R438との交差点
線形不良

穴吹川

線形不良な交差点



穴吹川

３．事業の進捗状況
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供用済 延長0.4km

起点側供用済み区間 3号橋付近施工状況 5号橋下部工施工状況

川井4号橋Ｎ

供用済 延長0.2km

1工区 延長0.4km 2工区 延長0.5km 3工区 延長0.4km

H25施工済
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４．事業評価結果

防災・減災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
⇒道路の走行性、安全性が向上

■防災拠点等へのアクセス強化
⇒地域防災力が向上

■安全・安心の確保
⇒現道における人家連担区間を
迂回し、歩行者の安全を確保

■救急車両のアクセス向上
⇒地域住民の安心感の向上

その他の便益

環 境

・大気汚染や温暖化防止効果 0.2億円

計 ９．０億円

■観光地へのアクセス強化
⇒観光を中心とした産業振興

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 49.6億円

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ＝１．２

※費用Ｃ＝４８．１億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

産業振興

安全・安心

・救命率の向上効果 8.8億円

医 療

Ｂ／Ｃ ＝１．０



５．道路整備による多様な効果①【貨幣価値換算可能な整備効果】

医 療

◎その他の便益

・木屋平総合支所から集落までの救急車
両到達時間が短縮されることにより、
救命率の向上が見込まれる

環 境

・CO2、NOxの排出量が抑制されることに
より、大気汚染・温暖化防止効果が見
込まれる

・呼吸停止後の死亡率が約９％低減

（整備なし）

（整備あり）

■救急医療へのアクセス向上効果

救命率の向上効果 ： ８．８億円

【カーラーの救命曲線】

救急車両到
着時間が
1.4分短縮

【CO2排出量】 【NOx排出量】

■大気汚染や温暖化防止効果

大気汚染・温暖化防止効果：０．２億円

CO2排出量が
約35%削減

NOx排出量が
約32%削減



５．道路整備による多様な効果② 【防災・減災】 【安全・安心】

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

①緊急輸送道路ネットワークの強化

②広域支援体制の強化

・幅員狭小の解消 （W=3.5m → 7.5～8.0m）
・線形不良の解消

走行性の向上により、物資輸送等が円滑に
川井バイパス

━ １次緊急輸送道路 ━ ２次緊急輸送道路
━ ３次緊急輸送道路

防災拠点

・第２次緊急輸送道路として、防災拠点、物資拠
点へのアクセス強化

地域防災力の強化

物
資
拠
点

R192

徳島自動車道

R492

【安全・安心】 地域内の安全な通行の確保

①安全安心の確保

・家屋連担区間内を通過している幅員狭小な現道を迂回
地域住民の安全を確保

・家屋連担地における歩道整備
歩行者の安全を確保

家屋連担区間の通行状況

②地域住民の救命率の向上

・道路整備により、救急医療のアクセス向上
地域住民の安心感の向上



５．道路整備による多様な効果③ 【産業振興】

①観光地へのアクセス向上

剣山

【産業振興】 地域経済の活性化

・にし阿波～剣山・吉野川観光圏内のへのアクセスの向上 ⇒観光を中心とした地域振興

高 知 県 那賀町

三好市

つるぎ町

美馬市

東みよし町

上勝町

神山町

吉野川市

剣山奥祖谷二重かずら橋

鳴滝

落合集落

いやしの温泉郷 ラフォーレつるぎ山

一般国道492号

川井バイパス

二層うだつの町並み

ゆうま温泉

しだれ桜

中尾山高原

三木家住宅

中尾山高原

しだれ桜

美馬市
木屋平支所



６．事業評価結果

防災・減災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
⇒道路の走行性、安全性が向上

■防災拠点等へのアクセス強化
⇒地域防災力が向上

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 49.6億円
（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

■今後の対応方針（案）

事 業 継 続

■安全・安心の確保
⇒現道における人家連担区間を
迂回し、歩行者の安全を確保

■救急車両のアクセス向上
⇒地域住民の安心感の向上

■観光地へのアクセス強化
⇒観光を中心とした産業振興

産業振興

安全・安心

その他の便益

環 境

計 ９．０億円

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ＝１．２

※費用Ｃ＝４８．１億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

・救命率の向上効果 8.8億円

医 療

Ｂ／Ｃ ＝１．０

・大気汚染や温暖化防止効果 0.2億円


